
167

調
査
研
究
活
動
報
告

「
俣
賀
文
書
」の
史
料
学
的
基
礎
考
察

は
じ
め
に

二
〇
一
六
年
度
か
ら
開
始
し
た
、
筆
者
が
研
究
代
表
者
を
務
め
る
国
立
歴
史
民
俗

博
物
館
共
同
研
究
「
中
世
日
本
の
地
域
社
会
に
お
け
る
武
家
領
主
支
配
の
研
究
」
で

は
、中
世
武
士
の
領
主
支
配
が
地
域
社
会
に
受
容
さ
れ
た
諸
契
機
を
究
明
す
る
べ
く
、

石
見
国
高
津
川
・
益
田
川
下
流
域
社
会
（
現
島
根
県
益
田
市
）
を
基
軸
事
例
に
取
り

上
げ
て
い
る
。
本
共
同
研
究
の
目
的
に
迫
る
う
え
で
、
当
該
地
域
に
割
拠
し
た
中
世

武
士
の
家
伝
文
書
群
は
、
不
可
欠
の
検
討
素
材
に
な
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

国
内
屈
指
の
点
数
を
誇
り
、
中
世
に
限
っ
て
も
八
百
点
も
の
文
書
を
い
ま
に
伝
え
て

い
る
、
益
田
氏
の
家
伝
文
書
群
で
あ
る
益
田
家
文
書
は
そ
の
筆
頭
で
あ
る
が
、「
俣

賀
文
書

）
1
（

」
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

「
俣
賀
文
書
」
は
、
遠
江
国
内
田
荘
下
郷
（
現
静
岡
県
菊
川
市
）
を
本
領
と
し
た

鎌
倉
幕
府
御
家
人
内
田
氏
の
庶
流
で
あ
る
俣
賀
氏
の
家
伝
文
書
群
で
あ
る
。
承
久
の

乱
の
勲
功
に
よ
り
、
幕
府
か
ら
石
見
国
貞
松
名
（
現
島
根
県
浜
田
市
）
と
同
国
豊

田
郷
（
現
島
根
県
益
田
市
）
の
地
頭
職
を
給
付
さ
れ
た
内
田
致
茂
は
、
嘉
禎
二
年

（
一
二
三
六
）
六
月
、
子
息
弥
益
丸
に
対
し
「
豊
田
郷
内
俣
賀
・
横
田
自
中
道
下
田

畠
在
家
地
頭
職
」
を
譲
与
し
た

）
2
（

。
父
致
茂
よ
り
豊
田
郷
俣
賀
の
地
を
継
承
し
た
こ
の

弥
益
丸
が
、
俣
賀
氏
の
祖
致
義
で
あ
る
が
、「
俣
賀
文
書
」
は
致
義
の
子
円
戒
の
子

孫
（
下
俣
賀
氏
）
が
伝
え
た
文
書
群
と
な
る

）
3
（

。

「
俣
賀
文
書
」
の
現
存
総
数
は
一
二
一
点
で
あ
り
、
す
べ
て
中
世
文
書
と
な
っ
て

い
る
。
益
田
家
文
書
に
は
は
る
か
に
及
ば
な
い
も
の
の
、
高
津
川
・
益
田
川
下
流
域

社
会
に
割
拠
し
た
中
世
武
士
の
家
伝
文
書
群
の
な
か
で
は
そ
れ
に
次
ぐ
ま
と
ま
っ
た

分
量
を
持
ち
、
当
該
地
域
に
お
け
る
中
世
武
士
の
動
向
を
追
究
す
る
う
え
で
好
個
の

史
料
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
に
「
俣
賀
文
書
」
は
全
点
活
字
化
さ
れ
て
広

く
紹
介
さ
れ
て
い
る

）
4
（

も
の
の
、
原
本
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
書
誌
情
報
に
つ
い
て

は
ほ
と
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
本
共
同
研
究
の
目
的
追
究
の
み

な
ら
ず
、
中
世
の
西
石
見
地
域
の
様
相
を
い
っ
そ
う
明
ら
か
に
す
る
う
え
で
、
今
後

「
俣
賀
文
書
」
を
よ
り
深
く
分
析
し
て
い
く
作
業
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
「
俣
賀
文
書
」
の
書
誌
情
報
の
収
集
・
把
握
は
必
須
に
な
る
と
考
え
る

）
5
（

。
そ
こ
で

筆
者
は
、
二
〇
一
六
年
度
に
「
俣
賀
文
書
」
全
点
の
原
本
調
査
を
実
施
し
、
書
誌
情
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報
の
全
容
把
握
を
行
っ
た

）
6
（

。
本
稿
は
、
そ
の
調
査
成
果
の
公
表
で
あ
る
と
と
も
に
、

原
本
調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
書
誌
情
報
の
一
部
か
ら
、
近
代
表
装
時
の
「
俣
賀
文

書
」
の
状
態
復
元
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。

「
俣
賀
文
書
」
原
本
の
閲
覧
・
調
査
に
あ
た
り
、
各
所
蔵
機
関
・
所
蔵
者
か
ら
は

多
大
な
ご
高
配
を
賜
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

一　
「
俣
賀
文
書
」の
書
誌
情
報
と
現
状
概
要

前
述
し
た
よ
う
に
、「
俣
賀
文
書
」
の
現
存
総
数
は
一
二
一
点
に
上
る
。
嫡
流
家

の
内
田
氏
も
、
九
十
六
点
の
家
伝
文
書
群
を
残
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
写
本
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
「
俣
賀
文
書
」
は
、
一
二
一
点
す
べ
て
が
原
文
書
の
形
態
で
伝
わ
っ
て

お
り
、
し
か
も
中
世
文
書
の
み
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
「
俣
賀
文
書
」
の
大
き
な

特
色
と
な
る
。

現
在
、「
俣
賀
文
書
」
は
、日
本
大
学
図
書
館
（
以
下
、日
本
大
学
）
に
九
十
四
点
、

花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）（
以
下
、
花
園
大
学
）
に
二
十
二
点
、
皇
學

館
大
学
文
学
部
国
史
学
科（
以
下
、皇
學
館
大
学
）に
三
点
、足
利
市
民
文
化
財
団（
以

下
、
足
利
市
）
と
惠
良
宏
氏
の
も
と
に
一
点
ず
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
分
散
し
て
所
蔵
さ
れ

て
い
る

）
7
（

。
こ
の
よ
う
に
五
つ
の
所
蔵
機
関
・
所
蔵
者
の
も
と
に
分
散
し
て
い
る
と
い

う
現
状
が
、
書
誌
情
報
の
総
体
的
な
把
握
を
困
難
に
し
、
今
日
ま
で
そ
の
全
容
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
見
ら
れ
る

）
8
（

。

本
稿
末
尾
に
掲
げ
る
【
表
1
】
〜
【
表
4
】
は
、二
〇
一
六
年
度
に
実
施
し
た
「
俣

賀
文
書
」
全
点
の
原
本
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
書
誌
情
報
に
つ
い
て
、
各
所
蔵
機
関
ご

と
に
そ
の
成
果
を
ま
と
め
た
目
録
で
あ
る

）
9
（

。「
俣
賀
文
書
」
一
点
ご
と
の
書
誌
情
報

に
つ
い
て
は
、
こ
の
目
録
に
目
を
通
す
こ
と
で
把
握
で
き
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
本

章
で
は
各
所
蔵
機
関
ご
と
の
「
俣
賀
文
書
」
の
概
要
に
つ
い
て
も
合
わ
せ
て
紹
介
し

て
お
き
た
い
。
そ
の
際
、
次
章
で
詳
述
す
る
よ
う
に
、
分
散
す
る
以
前
の
「
俣
賀
文

書
」
は
、（
A
）
俣
賀
氏
内
部
で
作
成
さ
れ
た
文
書
、（
B
）
将
軍
・
守
護
・
大
将
等

の
発
給
文
書
、（
C
）
王
家
（
南
朝
）
の
発
給
文
書
、（
D
）
益
田
氏
の
発
給
文
書
、

と
い
う
内
容
に
即
し
た
四
巻
の
巻
子
装
に
表
装
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
分
類
に
則
し
て
ま
と
め
る
こ
と
に
す
る
。

最
初
に
、
全
体
の
三
分
の
二
以
上
を
有
す
る
、
日
本
大
学
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」

を
見
て
み
よ
う
。
本
文
書
群
は
、
六
巻
の
巻
子
装
に
表
装
さ
れ
て
い
る
が
、
す
べ

て
の
巻
子
の
見
返
し
末
に
「
月
明
荘
」
の
蔵
書
印
が
押
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認

で
き
る
。「
俣
賀
文
書
」
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
一
紙
ず
つ
に
裁
断
さ
れ
て
売
り

に
出
さ
れ
た
と
い
う
か
ら
、
現
在
の
巻
子
装
は
こ
れ
を
購
入
し
て
昭
和
五
十
五
年

（
一
九
八
〇
）
に
日
本
大
学
に
売
却
し
た
古
書
肆
弘
文
荘
に
よ
っ
て
表
装
さ
れ
た
も

の
と
見
ら
れ
る
。

さ
て
、
本
文
書
群
は
、（
A
）
に
該
当
す
る
文
書
が
四
点
（【
表
1
】
№
2
・
3
・

4
・
33
）、（
B
）
に
該
当
す
る
文
書
が
二
十
八
点
（【
表
1
】
№
6
〜
13
・
15
・

20
・
25
〜
29
・
31
・
32
・
34
〜
42
・
44
・
45
）、（
C
）
に
該
当
す
る
文
書
が
九
点
（【
表

1
】
№
16
〜
19
・
21
〜
24
・
30
）、（
D
）
に
該
当
す
る
文
書
が
五
十
三
点
（【
表
1
】

№
5
・
14
・
43
・
46
〜
95
））

10
（

、
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
一
見
し
て
わ
か
る
通
り
、
本

文
書
群
は
益
田
氏
の
発
給
文
書
が
大
半
を
占
め
る
一
方
、
俣
賀
氏
内
部
で
作
成
さ
れ

た
文
書
が
僅
少
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
本
文
書
群
の
特
色
と
い
え
る
。

益
田
氏
の
発
給
文
書
は
、
俣
賀
氏
が
益
田
氏
に
臣
従
し
た
戦
国
期
の
も
の
が
大
多

数
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
本
文
書
群
は
必
然
的
に
戦
国
期
の
文
書
が
多
い
こ
と
に
な

る
。
ま
た
、（
A
）
〜
（
C
）
の
文
書
は
い
ず
れ
も
十
四
世
紀
以
降
の
文
書
で
あ
る

こ
と
か
ら
も
、
本
文
書
群
は
「
俣
賀
文
書
」
の
大
半
を
保
持
す
る
も
の
の
、
そ
の
後

半
期
の
文
書
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
文
書
群
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

次
に
、
日
本
大
学
に
次
い
で
ま
と
ま
っ
た
分
量
を
保
持
す
る
、
花
園
大
学
所
蔵
の

「
俣
賀
文
書
」
を
見
て
み
よ
う
。
本
文
書
群
は
、
徳
治
二
年
（
一
三
〇
七
）
四
月
二

日
付
六
波
羅
下
知
状
（【
表
2
】
№
4
）
の
み
が
巻
子
装
で
、
ほ
か
は
す
べ
て
一
紙

物
の
状
態
で
保
管
さ
れ
て
い
る
。
花
園
大
学
に
よ
る
と
、
巻
子
装
に
さ
れ
て
い
る
こ

の
文
書
は
、
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）
に
本
文
書
群
を
同
大
学
に
寄
贈
し
た
収
集
家

の
飯
島
一
郎
氏
が
表
装
し
た
も
の
で
あ
り
、
寄
贈
後
、
軸
を
現
在
の
も
の
に
改
め
た
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と
い
う
。

本
文
書
群
の
構
成
を
確
認
す
る
と
、（
A
）
に
該
当
す
る
文
書
が
九
点
（【
表
2
】

№
5
・
8
・
9
・
12
・
13
・
17
〜
19
・
21
）、（
B
）
に
該
当
す
る
文
書
が
十
二
点
（【
表

2
】
№
1
〜
4
・
6
・
7
・
10
・
11
・
14
〜
16
・
20
）、（
C
）
に
該
当
す
る
文
書
が

〇
点
、（
D
）
に
該
当
す
る
文
書
が
一
点
（【
表
2
】
№
22
）、
と
な
っ
て
い
る
。
数

量
的
に
最
も
多
い
の
は
（
B
）
の
文
書
で
あ
る
が
、
日
本
大
学
所
蔵
の
も
の
と
比
べ

る
と
、（
A
）
の
占
め
る
割
合
が
高
い
点
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、（
A
）
の
文
書
は

九
点
し
か
な
い
が
、
こ
れ
は
「
俣
賀
文
書
」
の
所
蔵
機
関
・
所
蔵
者
の
な
か
で
最
も

多
い
点
数
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
俣
賀
氏
内
部
で
作
成
さ
れ
た
文
書
が
多
く
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
を
、
本
文
書
群
の
特
色
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

本
文
書
群
を
構
成
す
る
各
文
書
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
も
、日
本
大
学
所
蔵
の「
俣

賀
文
書
」
と
は
対
照
的
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
本
文
書
群
の
大

半
は
十
四
世
紀
ま
で
の
文
書
で
あ
り
、
日
本
大
学
に
は
な
い
十
三
世
紀
の
文
書
が
三

点
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
嘉
禎
二
年
十
二
月
十
五
日
付
将
軍

家
政
所
下
文
（【
表
2
】
№
1
）
は
、「
俣
賀
文
書
」
の
な
か
で
最
も
古
い
文
書
と
な
っ

て
い
る
。こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
本
文
書
群
は
、「
俣
賀
文
書
」の
前
半
期
の
文
書
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
る
文
書
群
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

最
後
に
、
皇
學
館
大
学
お
よ
び
惠
良
氏
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
と
、
足
利
市
所
蔵

の
「
俣
賀
文
書
」
を
見
て
み
る
。
前
者
は
五
点
を
数
え
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
う
ち

年
月
日
欠
の
某
書
状
断
簡
は
本
来
除
外
さ
れ
る
べ
き
文
書
と
な
る
。
と
い
う
の
も
、

皇
學
館
大
学
の
教
員
を
務
め
て
お
ら
れ
た
惠
良
氏
に
よ
る
と
、
本
文
書
は
、
昭
和

六
十
年（
一
九
八
五
）に
皇
學
館
大
学
が
古
書
肆
思
文
閣
か
ら
購
入
を
予
定
し
た「
俣

賀
文
書
」
四
点
（【
表
3
】
№
1
・
2
・
3
・
5
）
の
包
紙
に
さ
れ
て
い
た
も
の
と
い
い
、

内
容
的
に
も
俣
賀
氏
と
関
係
が
な
い
と
判
断
さ
れ
る

）
11
（

か
ら
で
あ
る
。
皇
學
館
大
学
所

蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
は
、某
書
状
断
簡
を
除
い
て
す
べ
て
掛
幅
装
に
な
っ
て
い
る
が
、

同
じ
く
惠
良
氏
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
平
成
十
八
年
（
二
〇
〇
六
）
以
降
に
皇
學
館
大

学
が
表
装
し
た
も
の
で
あ
り
、
購
入
時
は
巻
子
を
裁
断
し
た
一
紙
物
の
状
態
で
あ
っ

た
と
い
う

）
12
（

。
な
お
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
皇
學
館
大
学
で
は
四
点
の
「
俣
賀
文
書
」

の
購
入
を
予
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
一
点
は
惠
良
氏
が
私
費
で
購
入
さ
れ
た
た

め
、
そ
れ
が
同
氏
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
と
な
っ
て
い
る
（【
表
3
】
№
5
）。

皇
學
館
大
学
お
よ
び
惠
良
氏
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
の
構
成
は
、（
A
）
に
該
当

す
る
文
書
が
一
点
（【
表
3
】
№
1
）、（
B
）
に
該
当
す
る
文
書
が
二
点
（【
表
3
】

№
2
・
5
）、（
C
）
に
該
当
す
る
文
書
が
一
点
（【
表
3
】
№
3
）、（
D
）
に
該
当

す
る
文
書
が
〇
点
と
な
る
。
い
ず
れ
も
南
北
朝
期
の
軍
事
関
係
文
書
で
あ
り
、
こ
れ

が
両
者
の
「
俣
賀
文
書
」
の
特
色
と
い
え
よ
う
。

足
利
市
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
は
、
建
武
三
年
（
一
三
三
六
）
五
月
十
三
日
付
足

利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
一
点
の
み
で
あ
り
、
内
容
的
に
は
（
B
）
に
分
類
さ
れ
る
文
書

と
な
る
。
本
文
書
は
、
昭
和
六
十
年
に
足
利
市
が
飯
島
氏
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ

る
の
で
、
も
と
は
花
園
大
学
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
と
一
緒
に
あ
っ
た
も
の
と
わ
か

る
）
13
（

。
本
文
書
は
、
現
在
額
装
に
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
購
入
後
、
足
利
市
に
よ
っ

て
表
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
各
所
蔵
機
関
ご
と
の
「
俣
賀
文
書
」
の
概
容
を
紹
介
し
た
。
こ
れ
を
ま
と

め
る
と
、【
表
5
】（
本
稿
末
尾
に
掲
載
）
の
通
り
と
な
る
。
日
本
大
学
と
花
園
大
学

所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」
は
、特
に
（
A
）
と
（
D
）
に
関
し
て
対
照
的
な
構
成
に
な
っ

て
い
る
こ
と
が
一
目
瞭
然
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
花
園
大
学
所
蔵
の
「
俣
賀
文
書
」

の
大
半
は
、
も
と
も
と
飯
島
氏
が
銀
座
の
古
美
術
商
か
ら
購
入
し
た
も
の
だ
が
、
飯

島
氏
は
切
断
さ
れ
た
「
俣
賀
文
書
」
の
な
か
か
ら
年
代
の
古
そ
う
な
も
の
を
中
心
に

無
作
為
に
選
ん
で
購
入
し
た
と
い
う

）
14
（

。
し
た
が
っ
て
、
両
機
関
の
対
照
的
な
「
俣
賀

文
書
」
の
構
成
に
は
、
特
定
の
歴
史
的
作
為
は
介
在
し
て
い
な
い
こ
と
を
付
言
し
て

お
く
。

二　

近
代
表
装
時「
俣
賀
文
書
」の
復
元
案

「
俣
賀
文
書
」
原
本
を
調
査
す
る
過
程
で
、
日
本
大
学
と
花
園
大
学
所
蔵
の
も
の

の
一
部
に
は
、
後
筆
の
も
の
と
見
ら
れ
る
墨
書
の
数
字
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
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認
で
き
た
（【
図
1
】
〜
【
図
3
】
参
照
）。
こ
れ
ら
の
数
字
が
記
さ
れ
た
時
期
を
特

定
す
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
算
用
数
字
が
含
ま
れ
て
お
り
、
か

つ
万
年
筆
や
鉛
筆
で
記
し
た
と
思
し
き
数
字
も
混
在
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
俣

賀
文
書
」
の
墨
書
数
字
は
、
近
代
の
成
巻
時
に
記
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
判
断
さ

れ
る
。

前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
俣
賀
文
書
」
は
昭
和
四
十
年
代
に
一
紙
ず
つ
に
解
体

さ
れ
て
売
り
に
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
以
前
は
四
巻
の
巻
子
装
に
表
装
さ
れ
て
い
た

と
い
い
、
花
園
大
学
に
は
そ
の
巻
子
装
に
使
用
さ
れ
て
い
た
軸
の
一
つ
が
残
さ
れ
て

い
る

）
15
（

。
そ
こ
に
は
、「
大
日
本
東
京
麹
町
区
紀
尾
井
町
三
番
地
自
邸
ニ
於
テ　

明
治

二
十
年
十
月
調
製　

表
具
師
川
田
岩
吉
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
上
島
有

氏
も
指
摘
す
る
通
り
、「
俣
賀
文
書
」
が
明
治
二
十
年
（
一
八
八
七
）
に
東
京
で
四

巻
の
巻
子
装
に
表
装
さ
れ
た
事
実
を
示
す
も
の
と
見
ら
れ
る

）
16
（

。「
俣
賀
文
書
」
の
墨

書
数
字
は
、
こ
の
表
装
時
に
記
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
よ
う
。

明
治
二
十
年
に
四
巻
の
巻
子
装
に
さ
れ
た
「
俣
賀
文
書
」
だ
っ
た
が
、
昭
和
四
十

【図１】　俣賀致家譲状（花園大学情報センター（図書館）所蔵，◯部分に「十八」と見える）

【図２】　俣賀致堯譲状（花園大学情報センター（図書館）所蔵，◯部分に「二十五」と見える）
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年
代
に
一
紙
ず
つ
に
裁
断
さ
れ
、分
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
現
在
の
各
所
蔵
機
関
・

所
蔵
者
の
も
と
に
あ
る
「
俣
賀
文
書
」
は
、
こ
の
解
体
後
の
状
態
を
表
す
も
の
に
他

な
ら
な
く
、
解
体
前
の
状
態
を
知
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
と
い
っ
て
も
よ
い
。
し

か
し
な
が
ら
、「
俣
賀
文
書
」
に
記
さ
れ
た
墨
書
数
字
が
、
明
治
二
十
年
の
表
装
時

に
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ
は
解
体
前
の
「
俣
賀
文
書
」
の
状
態
を
復

元
す
る
う
え
で
の
重
要
な
手
が
か
り
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
章
で
は
、
墨

書
数
字
の
数
自
体
は
決
し
て
多
く
な
い
も
の
の
、「
俣
賀
文
書
」
に
残
さ
れ
た
こ
の

わ
ず
か
な
手
が
か
り
を
も
と
に
、
近
代
表
装
時
の
「
俣
賀
文
書
」
の
状
態
復
元
を
試

み
て
み
た
い
。

ま
ず
、
墨
書
数
字
の
記
載
位
置
に
着
目
し
て
み
る
と
、
①
奥
上
裏
、
②
端
裏
、
③

袖
下
、
④
正
面
裏
、
の
四
か
所
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
点
数
は
、

①
が
十
六
点
（【
表
1
】
№
2
・
3
・
4
・
13
・
15
・
25
・
26
・
30
・
37
・
38
・

40
・
41
・
42
・
44
、【
表
2
】
№
19
・
21
）、
②
が
九
点
（【
表
1
】
№
21
・
23
・

【図３】　 益田藤兼書状（部分，花園大学情報センター（図書館）
所蔵，◯部分に逆さで「三十五」と見える）

24
・
27
・
29
・
47
・
62
・
89
、【
表
2
】
№
22
）、
③
が
二
点
（【
表
1
】
№
2
・
53
）、

④
が
一
点
（【
表
2
】
№
18
）
と
な
る
。
点
数
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、

墨
書
数
字
の
記
載
位
置
は
四
か
所
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
、
同
じ
記
載
位
置
を

持
つ
文
書
が
同
一
の
巻
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
想
定
で
き
る
。
し
か
し
、

①
と
③
が
同
一
の
文
書
に
記
さ
れ
て
い
る
事
例
が
あ
る（【
表
1
】№
2
）こ
と
か
ら
、

こ
の
想
定
は
成
り
立
た
な
い
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
①
〜
③
の
文
書
群

が
内
容
的
に
も
形
式
的
に
も
ま
と
ま
り
が
な
い
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

次
に
、
記
載
位
置
に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
墨
書
数
字
を
ひ
と
し
な
み
に
並
べ

て
考
え
て
み
た
い
。
た
だ
し
、
③
の
袖
下
に
記
さ
れ
た
墨
書
数
字
は
文
書
の
表
に
算

用
数
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
他
の
数
字
と
比
べ
る
と
異
質
で
あ
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず

捨
象
す
る
こ
と
に
す
る

）
17
（

。
す
る
と
、
重
複
す
る
墨
書
数
字
は
次
の
五
つ
と
な
り
、
そ

れ
ぞ
れ
二
点
ず
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

・「
六
」
…
円
戒
譲
状
（【
表
1
】
№
3
）
と
常
陸
親
王
令
旨
（【
表
1
】
№
21
）

・「
十
」
…
石
見
守
護
上
野
頼
兼
書
下
写
（【
表
1
】
№
13
）
と
後
村
上
天
皇
口

宣
案
（【
表
1
】
№
30
）

・「
十
一
」
…
円
戒
譲
状
（【
表
1
】
№
2
）
と
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
写
（【
表

1
】
№
15
）

・「
十
八
」
…
大
内
満
弘
安
堵
状
（【
表
1
】
№
37
）
と
俣
賀
致
家
譲
状
（【
表

2
】
№
18
）

・「
十
九
」
…
石
見
守
護
山
名
政
清
書
状
写
（【
表
1
】
№
44
）
と
俣
賀
致
家
譲

状
（【
表
2
】
№
19
）

こ
れ
ら
の
墨
書
数
字
は
、「
俣
賀
文
書
」
が
明
治
二
十
年
に
表
装
さ
れ
る
際
に
記

さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
右
の
重
複
す
る
数
字
を
持
つ
文
書
は
そ
れ

ぞ
れ
違
う
巻
子
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ら
五
つ
の
重

複
数
字
文
書
の
内
容
を
も
と
に
、「
俣
賀
文
書
」
を
、（
A
）
俣
賀
氏
内
部
で
作
成
さ

れ
た
文
書
（
譲
状
・
軍
忠
状
等
）、（
B
）
将
軍
・
守
護
・
大
将
等
の
発
給
文
書
（
軍

勢
催
促
状
・
感
状
・
挙
状
等
）、（
C
）
王
家
（
南
朝
）
の
発
給
文
書
（
口
宣
案
・
令
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旨
）、（
D
）
戦
国
期
に
俣
賀
氏
の
主
人
と
な
っ
た
益
田
氏
の
発
給
文
書
、
の
四
つ
に

分
類
し
て
み
た
い
。
そ
し
て
そ
の
う
え
で
、
墨
書
数
字
が
記
さ
れ
た
文
書
二
十
六
点

を
内
容
に
即
し
て
、（
A
）
〜
（
D
）
ご
と
に
数
字
順
に
仕
分
け
し
て
み
る
と
、
次

の
よ
う
な
結
果
を
得
ら
れ
る
（
文
書
名
の
前
に
記
し
た
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書

に
記
さ
れ
た
墨
書
数
字
を
示
す
）。

・（
A
）
…
「
六
」
円
戒
譲
状
（【
表
1
】
№
3
）・「
七
」
俣
賀
地
頭
空
昭
和
与
状

（【
表
1
】
№
4
）・「
十
一
」
円
戒
譲
状
（【
表
1
】
№
2
）・「
十
八
」

俣
賀
致
家
譲
状
（【
表
2
】
№
18
）・「
十
九
」
俣
賀
致
家
譲
状
（【
表

2
】
№
19
）・「
二
十
五
」
俣
賀
致
堯
譲
状
（【
表
2
】
№
21
）

・（
B
）
…「
十
」
石
見
守
護
上
野
頼
兼
書
下
写
（【
表
1
】
№
13
）・「
十
一
」
足

利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
写
（【
表
1
】
№
15
）・「
十
三
」
足
利
義
詮
感

状（【
表
1
】№
25
）・「
十
四
」吉
見
範
直
感
状（【
表
1
】№
26
）・「
十
五
」

足
利
義
詮
感
状
（【
表
1
】
№
27
）・「
十
七
」
荒
川
詮
頼
感
状
（【
表

1
】
№
29
）・「
十
八
」
大
内
満
弘
安
堵
状
（【
表
1
】
№
37
）・「
十
九
」

石
見
守
護
山
名
政
清
書
状
写
（【
表
1
】
№
44
）・「
二
十
」
石
見
守

護
山
名
熈
貴
安
堵
状
（【
表
1
】
№
38
）・「
二
十
二
」
石
見
守
護
代

山
名
清
宗
打
渡
状
（【
表
1
】
№
40
）・「
二
十
三
」
石
見
守
護
代
山

名
清
宗
打
渡
状
案
（【
表
1
】
№
41
）・「
38
」
吉
見
家
貞
書
状
（【
表

1
】
№
42
）

・（
C
）
…
「
六
」
常
陸
親
王
令
旨
（【
表
1
】
№
21
）・「
八
」
常
陸
親
王
令
旨
（【
表

1
】
№
23
）・「
九
」
常
陸
親
王
令
旨
（【
表
1
】
№
24
）・「
十
」
後

村
上
天
皇
口
宣
案
（【
表
1
】
№
30
）

・（
D
）
…
「
二
十
六
」
益
田
宗
兼
書
状
（【
表
1
】
№
47
）・「
二
十
九
」
益
田
徳

祐
書
状
（【
表
1
】
№
62
）・「
三
十
五
」
益
田
藤
兼
書
状
（【
表
2
】

№
22
）・「
五
十
五
」
全
屋
書
状
（【
表
1
】
№
89
）

こ
れ
を
見
る
と
、（
A
）
〜
（
D
）
の
な
か
で
数
字
が
重
複
し
な
い
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
文
書
は
、（
A
）
〜
（
D
）
の
な
か
で
お
お
よ
そ
時

系
列
順
に
並
ん
で
い
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
。
前
章
で
述
べ
た
よ
う
に
、
現
在
、
墨

書
数
字
が
確
認
で
き
な
い
文
書
も
す
べ
て
、（
A
）
〜
（
D
）
の
い
ず
れ
か
に
分
類

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、ひ
と
ま
ず
、近
代
に
お
い
て「
俣
賀
文
書
」

は
、（
A
）
俣
賀
氏
内
部
で
作
成
さ
れ
た
文
書
、（
B
）
将
軍
・
守
護
・
大
将
等
の
発

給
文
書
、（
C
）
王
家
（
南
朝
）
の
発
給
文
書
、（
D
）
益
田
氏
の
発
給
文
書
、
と
い

う
内
容
に
即
し
た
四
巻
の
巻
子
装
に
表
装
さ
れ
、
そ
の
作
業
時
に
墨
書
数
字
が
記
さ

れ
た
も
の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
左
の
【
図
4
】
は
、「
俣
賀
文
書
」
が
近
代
に
成

巻
さ
れ
て
以
降
、
現
在
の
各
所
蔵
機
関
・
所
蔵
者
の
も
と
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
の
経

緯
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　原「俣賀文書」
      ↓　中世文書を抽出し，四巻の巻子装に表装（明治20年）
　近代「俣賀文書」の成立
　　（Ａ）俣賀氏内部で作成された文書
　　（Ｂ）将軍・守護・大将等の発給文書
　　（Ｃ）王家（南朝）の発給文書
　　（Ｄ）益田氏の発給文書
　　　↓　銀座の古美術商に売却後，一紙ずつに裁断される（昭和40年代）
　下記の四者が購入し，その後，（2）と（3）は転売される
　　（1）飯島一郎氏（20点）
　　（2）神奈川県鎌倉市在住の個人（3点）→のち飯島氏が購入
　　（3）島根県浜田市出身の個人（94点）→のち弘文荘が購入
　　（4）思文閣（4点）
     　 ↓　
　下記の三者のもとを経て，現在の所蔵機関・所蔵者のもとへ収められる
   　（1）飯島氏所蔵「俣賀文書」→花園大学・足利市所蔵「俣賀文書」
   　（2）弘文荘所蔵「俣賀文書」→日本大学所蔵「俣賀文書」
   　（3）思文閣所蔵「俣賀文書」→皇學館大学・惠良宏氏所蔵「俣賀文書」

【図４】　「俣賀文書」の近代成巻以降の分散経緯
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（
1
）
本
稿
で
は
、
現
在
、
日
本
大
学
図
書
館
・
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）・
皇
學
館

大
学
文
学
部
国
史
学
科
・
足
利
市
民
文
化
財
団
・
惠
良
宏
氏
の
も
と
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
俣
賀

氏
の
家
伝
文
書
群
を
一
括
し
て
「
俣
賀
文
書
」
と
総
称
す
る
。

（
2
）
「
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
所
蔵
俣
賀
家
文
書
」
嘉
禎
二
年
十
二
月
十
五
日
付

将
軍
家
政
所
下
文
（『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』
一
二
号
）。

（
3
）
俣
賀
氏
は
、
致
義
の
次
代
で
、
俣
賀
上
村
を
相
続
し
た
致
直
の
系
統
（
上
俣
賀
氏
）
と
俣
賀

下
村
を
相
続
し
た
円
戒
の
系
統
（
下
俣
賀
氏
）
と
に
分
か
れ
る
。
残
念
な
が
ら
、「
俣
賀
文
書
」

に
は
俣
賀
氏
の
系
図
が
な
い
た
め
、
そ
の
系
譜
関
係
は
文
書
の
内
容
か
ら
明
ら
か
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
本
研
究
報
告
所
収
の
渡
邊
浩
貴「
石
見
国
長
野
荘
俣
賀
氏
の
本
拠
景
観
と
生
業
・

紛
争
」
は
、「
俣
賀
文
書
」
を
丹
念
に
検
討
す
る
こ
と
で
鎌
倉
期
の
俣
賀
氏
の
系
譜
関
係
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
の
で
、
参
照
さ
れ
た
い
。

（
4
）
『
中
世
益
田
・
益
田
氏
関
係
史
料
集
』（
益
田
市
、
二
〇
一
六
年
）
に
、「
俣
賀
文
書
」
全
点　

　
　

の
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
中
世
の
西
石
見
地
域
の
研
究
を
進
め
る
う
え
で
の
最
重
要
史
料
と
な
る
、
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
所
蔵
益
田
家
文
書
（
什
書
分
）
の
書
誌
情
報
に
つ
い
て
は
、『
大
規
模
武
家
文
書
群
に
よ

る
中
・
近
世
史
料
学
の
統
合
的
研
究
』（
研
究
代
表
者
：
久
留
島
典
子
、
平
成
十
五
年
度
〜
平

成
十
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金　

基
盤
研
究
（
A
）
研
究
成
果
報
告
書
、
二
〇
〇
八
年
）
に

お
い
て
全
容
が
公
表
さ
れ
て
い
る
。

（
6
）
原
本
調
査
の
日
程
・
調
査
者
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

①
二
〇
一
六
年
九
月
十
五
日
・
二
十
三
日
、
荒
木
和
憲
・
田
中
大
喜
・
渡
邊
浩
貴
の
三
名
で
日

本
大
学
図
書
館
所
蔵
「
石
見
国
俣
賀
文
書
」
を
調
査
。

②
二
〇
一
六
年
十
一
月
十
七
日
、
荒
木
・
田
中
・
渡
邊
の
三
名
で
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学

科
所
蔵
「
内
田
俣
賀
文
書
」
を
調
査
。

③
二
〇
一
六
年
十
一
月
十
八
日
、
荒
木
・
田
中
・
渡
邊
の
三
名
で
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図

書
館
）
所
蔵
「
俣
賀
家
文
書
」
を
調
査
。

④
二
〇
一
六
年
十
一
月
二
十
八
日
、
田
中
が
惠
良
宏
氏
所
蔵
の
観
応
元
年
（
一
三
五
〇
）
十
二

月
七
日
付
高
師
泰
感
状
を
調
査
。

⑤
二
〇
一
七
年
一
月
十
八
日
、
荒
木
・
田
中
・
渡
邊
の
三
名
で
足
利
市
民
文
化
財
団
所
蔵
の
建

武
三
年
（
一
三
三
六
）
五
月
十
三
日
付
足
利
尊
氏
軍
勢
催
促
状
を
調
査
。

（
7
）
「
俣
賀
文
書
」
の
売
却
か
ら
現
在
の
所
蔵
機
関
・
所
蔵
者
の
も
と
に
収
め
ら
れ
る
ま
で
の
経

緯
に
つ
い
て
は
、
上
島
有
「
あ
る
文
書
の
流
転
の
旅
」（『
古
文
書
研
究
』
五
五
号
、
二
〇
〇
二

年
）
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
後
掲
【
図
4
】
も
、
こ
れ
に
依
拠
し
て
作
成
し
た
。

（
8
）
日
本
大
学
で
は
鈴
木
国
弘
編
『
日
本
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
俣
賀
文
書
』（
鈴
木
研
究
室
、

註

「
俣
賀
文
書
」
に
残
さ
れ
た
わ
ず
か
な
手
が
か
り
を
も
と
に
、
近
代
表
装
時
の
状

態
復
元
を
試
み
た
。
こ
の
復
元
案
が
妥
当
な
も
の
だ
と
す
る
と
、
新
た
な
検
討
課
題

が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
す
な
わ
ち
、四
巻
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
「
俣
賀
文
書
」

が
昭
和
四
十
年
代
に
解
体
さ
れ
て
売
り
に
出
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
総
数
は
お
お
よ
そ

一
五
〇
点
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
い
う

）
18
（

。
現
在
、
確
認
さ
れ
て
い
る
「
俣
賀
文
書
」
の
総

数
は
一
二
一
点
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三
十
点
ほ
ど
が
紛
失
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
も

の
の
、
大
部
分
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
は
す
べ
て
中
世
文
書
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
四
巻
に
ま
と
め
ら
れ
た
「
俣
賀
文
書
」
と
は
、
近
世
を
益

田
氏
の
家
臣
と
し
て
過
ご
し
た
俣
賀
氏
が
家
伝
文
書
群
の
な
か
か
ら
意
図
的
に
中
世

文
書
の
み
を
抽
出
し
、
何
ら
か
の
目
的
を
も
っ
て
右
の
四
つ
の
内
容
に
整
理
し
た
も

の
だ
っ
た
と
理
解
で
き
る
。
近
代
の
俣
賀
氏
は
、
い
っ
た
い
い
か
な
る
目
的
を
も
っ

て
「
俣
賀
文
書
」
を
作
成
し
た
の
だ
ろ
う
か
。「
俣
賀
文
書
」
作
成
の
歴
史
的
背
景

に
つ
い
て
、
当
時
の
士
族
俣
賀
氏
が
直
面
し
て
い
た
状
況
と
、
整
理
さ
れ
た
「
俣
賀

文
書
」
の
内
容
の
意
味
を
踏
ま
え
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
が
、
次
の
課
題
と
し
て
浮

上
し
て
く
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
よ
う
に
「
俣
賀
文
書
」
が
近
代
の
あ
る
時
期
に
、
あ
る
意
図
を
も
っ

て
選
択
・
整
理
さ
れ
た
文
書
群
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
鑑
み
る
と
、
ほ
か
の
多
く
の

家
伝
文
書
群
も
同
様
の
選
択
・
整
理
を
経
て
今
日
の
姿
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
こ
と
に
気
が
つ
く
。
各
家
伝
文
書
群
を
伝
え
た
家
の
性
格
を
踏
ま
え
つ
つ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
家
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
文
書
が
選
択
さ
れ
、
い
か
な
る
形
態
に
整
理
さ

れ
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
は
、
家
伝
文
書
群
を
史
料
学
的
に
追
究
し
て
い
く
う
え

で
重
要
な
課
題
と
な
る
だ
ろ
う

）
19
（

。「
俣
賀
文
書
」
は
、
そ
の
好
個
の
検
討
素
材
に
も

な
り
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
し
た
い
。
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（
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
〇
日
受
付
、
二
〇
一
八
年
六
月
四
日
審
査
終
了
）

（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

一
九
八
六
年
）、
花
園
大
学
で
は
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
編
『
展
示
シ
リ
ー
ズ

2　
「
俣
賀
家
文
書
」』（
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）、
一
九
九
五
年
）、
皇
學
館
大

学
で
は
岡
野
友
彦
・
皇
學
館
大
学
文
学
部
編
『
皇
學
館
大
学
所
蔵
の
中
世
文
書
』（
研
究
代
表

者
：
岡
野
友
彦
、
平
成
二
十
六
年
度
〜
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業　

基
盤
研
究

（
C
）「
古
文
書
の
料
紙
と
様
式
の
有
機
的
関
連
性
に
つ
い
て
の
史
料
学
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」
研
究

成
果
報
告
書
、
二
〇
一
七
年
）
を
刊
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
所
蔵
す
る
「
俣
賀
文
書
」
の
内
容
を
公

開
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
花
園
大
学
と
皇
學
館
大
学
の
刊
行
物
で
は
、
写
真
画
像
も
掲

載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で

所
蔵
の
「
俣
賀
家
文
書
」
の
画
像
を
公
開
し
て
い
る
。

（
9
）
惠
良
宏
氏
所
蔵
文
書
は
、
入
手
経
緯
に
鑑
み
て
、
皇
學
館
大
学
文
学
部
国
史
学
科
所
蔵
の
も

の
と
ま
と
め
て
掲
載
し
て
い
る
。

（
10
）
【
表
1
】
№
5
の
発
給
者
で
あ
る
藤
原
兼
氏
に
つ
い
て
、
益
田
氏
の
人
物
で
あ
る
こ
と
を
示

す
史
料
的
根
拠
は
な
い
が
、
益
田
氏
の
本
姓
で
あ
る
藤
原
姓
を
名
乗
り
、
か
つ
益
田
氏
の
通
字

「
兼
」
を
名
乗
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
益
田
氏
の
人
物
と
考
え
て
お
く
。

（
11
）
こ
の
文
書
は
、
前
掲
『
皇
學
館
大
学
所
蔵
の
中
世
文
書
』
に
翻
刻
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
こ
の
点
は
、
上
島
有
前
掲
論
文
の
記
述
と
符
合
し
て
い
る
。

（
13
）
こ
の
点
は
、
上
島
有
前
掲
論
文
で
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
14
）
上
島
有
前
掲
論
文
参
照
。

（
15
）
上
島
有
前
掲
論
文
に
よ
る
と
、
こ
の
軸
は
飯
島
氏
が
銀
座
の
古
美
術
商
か
ら
「
俣
賀
文
書
」

の
購
入
時
に
譲
り
受
け
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
飯
島
氏
は
、
こ
の
軸
を
用
い
て
徳
治
二
年

（
一
三
〇
七
）
四
月
二
日
付
六
波
羅
下
知
状
（【
表
2
】
№
4
）
を
巻
子
装
に
表
装
し
、
氏
が
こ

の
文
書
を
含
む
購
入
分
の
「
俣
賀
文
書
」
を
花
園
大
学
に
寄
贈
し
た
際
、
軸
も
同
大
学
に
入
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

（
16
）
重
田
麻
紀
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
と
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
作
成
さ
れ
た
、
関
東

在
住
の
旧
益
田
家
家
臣
団
の
集
ま
り
と
見
ら
れ
る
「
笠
松
会
」
と
い
う
団
体
の
会
員
名
簿
の
な

か
に
、「
俣
賀
致
正　

東
京
都
豊
多
摩
郡
中
野
町
大
字
中
野　

陸
軍
主
計
監
」
と
い
う
記
載
が

確
認
で
き
る
と
い
う
。
こ
の
人
物
が
、「
俣
賀
文
書
」
を
四
巻
の
巻
子
装
に
表
装
さ
せ
た
者
か

は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
明
治
期
に
俣
賀
氏
の
子
孫
が
東
京
に
在
住
し
て
い
た
こ
と
は
確
実

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
同
じ
く
重
田
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
名
簿
は
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
所
蔵
の
益
田
家
文
書
（
寄
託
分
）
の
な
か
の
「
笠
松
会
記
念
写
真
」
と
い
う
史
料
に
付

属
し
て
い
た
も
の
と
い
う
。

（
17
）
【
表
1
】
№
42
の
文
書
に
記
さ
れ
た
墨
書
数
字
も
算
用
数
字
で
あ
る
が
、
大
多
数
の
数
字
と

同
様
に
文
書
の
裏
に
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
重
視
し
て
、
考
察
の
対
象
に
含
め
る
こ
と
に
す

る
。

（
18
）
上
島
有
前
掲
論
文
参
照
。

（
19
）
前
嶋
敏
「『
三
浦
和
田
氏
文
書
』
の
形
成
」（
矢
田
俊
文
・
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
編
『
越
後

文
書
宝
翰
集　

三
浦
和
田
氏
文
書
Ⅰ
』
新
潟
県
立
歴
史
博
物
館
、
二
〇
一
八
年
）
も
、
同
様
の

問
題
関
心
か
ら
「
三
浦
和
田
氏
文
書
」
の
形
成
過
程
を
追
究
し
て
い
る
。

【
付
記
】　

本
稿
を
成
す
に
あ
た
り
、
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー
（
図
書
館
）
か
ら
、
図
版
写
真
の
掲

載
許
可
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。
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№
日

大
番

号
益

田
番

号
現

形
態

整
理

番
号

文
書

名
年

月
日

西
暦

差
出

印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
    （

縦
×

横
）㎝

紙
数

料
紙

折
筋

備
      考

1
桐

箱
36.0

×
23.6

×
16.0

（
縦

×
横

×
高

さ
）

6
巻

の
巻

子
装

。
上

下
2
段

の
桐

箱
で

，
3

巻
ず

つ
収

納
さ

れ
て

い
る

。
箱

の
表

に
押

紙
「

石
見

国
俣

賀
氏

文
書

」
あ

り
。

2
1

51
1
－

1
円

戒
譲

状
正

和
1
年

6
月

1
日

1312    円
戒

花
押

藤
原

市
熊

丸
竪

紙
31.7

×
44.6

1
楮

紙
16

巻
子

見
返

し
に

付
箋

「
55.3.14　

791075」
あ

り
。
奥
上
裏
に
番
号
「
十
一
」，
袖
下
表

に
番
号
「

1」（
鉛
筆
書
ヵ
）
あ
り
。

3
2

52
1
－

2
円

戒
譲

状
正

和
1
年

6
月

1
日

1312
円

戒
花

押
春

若
丸

竪
紙

31.0
×

39.2
1

楮
紙

15
奥
上
裏
に
番
号
「
六
」
あ
り
。

4
3

53
1
－

3
俣

賀
地

頭
空

昭
和

与
状

正
和

2
年

9
月

16
日

1313
空

昭
　

　
　

　
花

押
な

し
竪

紙
31.6

×
44.3

1
楮

紙
17

奥
上
裏
に
番
号
「
七
」
あ
り
。

5
4

76
1
－

4
藤

原
兼

氏
書

状
（

元
徳

4年
）

5
月

16
日

1332
藤

原
兼

氏
花

押
俣

賀
地

頭
竪

紙
31.0

×
32.3

1
楮

紙
13

本
文
・

花
押

同
筆

。
本

文
5
行

目
「

急
達

」
は

「
急

速
」。

年
号

異
筆

。

6
5

86
1
－

5
了

忍
召

文
建

武
2
年

5
月

9
日

1335
沙

弥
了

忍
花

押
俣

賀
又

三
郎

竪
紙

29.7
×

33.1
1

楮
紙

16
本

文
3
行

目
「

雑
訴

」
の

「
訴

」
を

書
き

直
し

て
い

る
。

7
6

91
1
－

6
足

利
尊

氏
袖

判
御

教
書

建
武

3
年

2
月

13
日

1336
足

利
尊

氏
花

押
内

田
又

三
郎

小
切

紙
15.0

×
17.9

1
楮

紙
10

本
文

3
行

目
「

発
向

」
の

「
発

」
を

書
き

直
し

て
い

る
。

8
7

111
1
－

7
石

見
守

護
上

野
頼

兼
軍

勢
催

促
状

建
武

4
年

7
月

4
日

1337
上

野
頼

兼
花

押
俣

賀
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
28.1

×
38.4

1
楮

紙
12

奥
上

に
墨

引
あ

り
。

宛
所「

俣
賀

」の「
俣

」
を

書
き

直
し

て
い

る
。

9
8

367
1
－

8
大

内
満

世
書

状
（

年
未

詳
）

9
月

27
日

―
大

内
満

世
花

押
俣

賀
左

衛
門

尉
竪

紙
30.3

×
37.0

1
楮

紙
17

全
文

一
筆

。
自

筆
ヵ

。
宛

所
「

俣
賀

左
衛

門
尉

殿
」

は
「

俣
賀

左
衛

門
尉

と
の

へ
」。

10
9

131
1
－

9
石

見
守

護
上

野
頼

兼
安

堵
状

暦
応

3
年

3
月

29
日

1340
上

野
頼

兼
花

押
内

田
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
26.4

×
33.3

1
楮

紙
16

本
文

1
行

目
「

須
子

」
は

異
筆

。「
俣

賀
」

を
摺

消
し

た
ヵ

。

11
10

132
1
－

10
足

利
直

義
感

状
暦

応
3
年

8
月

1
日

1340
足

利
直

義
花

押
内

田
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
30.4

×
43.0

1
楮

紙
13

12
11

134
1
－

11
石

見
守

護
上

野
頼

兼
遵

行
状

暦
応

3
年

9
月

17
日

1340
上

野
頼

兼
花

押
俣

賀
熊

若
丸

竪
紙

30.9
×

40.2
1

楮
紙

12

13
12

147
1
－

12
石

見
守

護
上

野
頼

兼
書

下
写

康
永

3
年

2
月

25
日

1344
上

野
頼

兼
花

押
影

大
森

左
衛

門
二

郎
竪

紙
27.5

×
31.9

1
楮

紙
11

奥
上
裏
に
番
号「
十
」あ
り

。
奥

に
横

幅
1.5

㎝
分

の
足

し
紙

あ
り

。

14
13

148
1
－

13
益

田
兼

世
書

状
（

年
未

詳
）

11
月

13
日

―
益

田
兼

世
花

押
松

田
将

監
竪

紙
31.0

×
37.9

1
楮

紙
13

全
文

一
筆

。自
筆

ヵ
。巻

子
見

返
し

末
に「

月
明

荘
」

の
朱

印
あ

り
。

15
14

201
2
－

1
足

利
尊

氏
軍

勢
催

促
状

写
観

応
2
年

8
月

6
日

1351
足

利
尊

氏
花

押
影

内
田

左
衛

門
三

郎
小

切
紙

16.2
×

11.6
1

斐
紙

不
明

巻
子

見
返

し
に

付
箋

「
55.3.14　

791076」
あ

り
。
奥
上
裏
に
番
号
「
十
一
」
あ
り
。

押
紙

「
尊

氏
」

は
本

来
花

押
左

に
あ

り
。

正
文

の
可

能
性

が
高

い
。

16
15

202
2
－

2
常

陸
親

王
令

旨
写

正
平

6
年

8
月

10
日

1351
右

兵
衛

佐
花

押
影

内
田

左
衛

門
三

郎
小

切
紙

10.4
×

12.0
1

斐
紙

不
明

正
文

の
可

能
性

が
高

い
。

17
16

203
2
－

3
常

陸
親

王
令

旨
写

正
平

6
年

8
月

10
日

1351
右

兵
衛

佐
花

押
影

伊
藤

次
郎

六
郎

小
切

紙
10.7

×
12.6

1
斐

紙
不

明
正

文
の

可
能

性
が

高
い

。

18
17

204
2
－

4
治

部
権

少
輔

軍
勢

催
促

状
写

正
平

6
年

8
月

10
日

1351
治

部
権

少
輔

花
押

影
内

田
左

衛
門

三
郎

小
切

紙
12.5

×
12.7

1
楮

紙
（

打
紙

）
不

明
正

文
の

可
能

性
が

高
い

。

【
表
１
】
日
本
大
学
図
書
館
所
蔵
「
石
見
国
俣
賀
文
書
」
目
録
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№
日

大
番

号
益

田
番

号
現

形
態

整
理

番
号

文
書

名
年

月
日

西
暦

差
出

印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
    （

縦
×

横
）㎝

紙
数

料
紙

折
筋

備
      考

19
18

205
2
－

5
治

部
権

少
輔

軍
勢

催
促

状
写

正
平

6
年

8
月

10
日

1351
治

部
権

少
輔

花
押

影
伊

藤
次

郎
六

郎
小

切
紙

12.8
×

9.1
1

楮
紙

（
打

紙
）

不
明

正
文

の
可

能
性

が
高

い
。

20
19

208
2
－

6
足

利
尊

氏
軍

勢
催

促
状

写
観

応
2
年

8
月

16
日

1351
足

利
尊

氏
花

押
影

内
田

左
衛

門
三

郎
小

切
紙

15.7
×

10.5
1

斐
紙

不
明

日
付

は
「

十
六

」
か

「
十

二
」。

押
紙

「
尊

氏
」

は
本

来
花

押
左

に
あ

り
。

正
文

の
可

能
性

が
高

い
。

21
20

209
2
－

7
常

陸
親

王
令

旨
正

平
6
年

9
月

14
日

1351
侍

従
花

押
俣

賀
左

衛
門

三
郎

小
切

紙
15.1

×
20.8

1
楮

紙
不

明
端
裏
に
番
号
「
六
」
あ
り
。

22
21

210
2
－

8
常

陸
親

王
令

旨
正

平
6
年

9
月

15
日

1351
侍

従
花

押
藤

原
景

光
小

切
紙

15.9
×

20.0
1

楮
紙

不
明

23
22

211
2
－

9
常

陸
親

王
令

旨
正

平
6
年

9
月

15
日

1351
侍

従
花

押
伊

藤
次

郎
六

郎
小

切
紙

15.0
×

20.8
1

楮
紙

不
明
端
裏
に
番
号
「
八
ヵ
」
あ
り
。

24
23

212
2
－

10
常

陸
親

王
令

旨
正

平
6
年

10
月

8
日

1351
右

兵
衛

佐
花

押
俣

賀
兵

庫
允

小
切

紙
14.1

×
20.5

1
楮

紙
不

明
端
裏
に
番
号
「
九
」
あ
り
。

25
24

224
2
－

11
足

利
義

詮
感

状
観

応
3
年

8
月

12
日

1352
足

利
義

詮
花

押
内

田
左

衛
門

三
郎

小
切

紙
15.5

×
11.8

1
斐

紙
不

明
奥
上
裏
に
番
号
「
十
三
」
あ
り
。

26
25

230
2
－

12
吉

見
範

直
感

状
文

和
2
年

1
月

10
日

1353
吉

見
範

直
花

押
俣

賀
兵

庫
助

小
切

紙
15.1

×
16.3

1
楮

紙
不

明
奥
上
裏
に
番
号
「
十
四
」
あ
り
。

27
26

232
2
－

13
足

利
義

詮
感

状
文

和
2
年

4
月

22
日

1353
足

利
義

詮
花

押
内

田
左

衛
門

三
郎

小
切

紙
15.8

×
12.0

1
斐

紙
不

明
端
裏
に
番
号
「
十
五
」
あ
り
。

花
押

左
上

に
押

紙
「

直
義

」
あ

り
。

28
27

238
2
－

14
荒

川
詮

頼
軍

勢
催

促
状

文
和

3
年

2
月

22
日

1353
荒

川
詮

頼
花

押
内

田
左

衛
門

三
郎

小
切

紙
15.4

×
9.7

1
斐

紙
不

明

29
28

239
2
－

15
荒

川
詮

頼
感

状
文

和
3
年

4
月

17
日

1353
荒

川
詮

頼
花

押
内

田
伊

賀
左

衛
門

三
郎

小
切

紙
15.5

×
16.1

1
斐

紙
不

明
端
裏
に
番
号
「
十
七
」
あ
り
。

30
29

260
2
－

16
後

村
上

天
皇

口
宣

案
正

平
17

年
1
月

26
日

1362
源

具
氏

な
し

藤
原

致
弘

小
切

紙
16.2

×
20.1

1
斐

紙
不

明
奥
上
裏
に
番
号
「
十
」
あ
り
。

袖
上

に
押

紙
「

口
宣

案
」

あ
り

。

31
30

270
2
－

17
守

護
使

長
経

打
渡

状
貞

治
4
年

4
月

28
日

1365
某

長
経

花
押

内
田

左
衛

門
三

郎
竪

紙
26.3

×
33.0

1
楮

紙
不

明
本

文
2
行

目
「

俣
賀

」
が
「

俟
賀

」
に

な
っ

て
い

る
。

32
31

271
2
－

18
守

護
使

貞
遠

打
渡

状
貞

治
4
年

4
月

29
日

1365
某

貞
遠

花
押

内
田

左
衛

門
三

郎
竪

紙
26.9

×
34.2

1
楮

紙
17

本
文

2
行

目
「

俣
賀

」
が
「

俟
賀

」
に

な
っ

て
い

る
。

巻
子

見
返

し
末

に
「

月
明

荘
」

の
朱

印
あ

り
。

33
32

272
3
－

1
俣

賀
致

弘
譲

状
貞

治
4
年

8
月

10
日

1365
俣

賀
致

弘
花

押
道

祖
徳

丸
竪

紙
31.6

×
40.1

1
楮

紙
15

巻
子

見
返

し
に

付
箋

「
55.3.14　

791077」
あ

り
。

34
33

273
3
－

2
守

護
使
・

上
使

連
署

打
渡

状
貞

治
5
年

8
月

19
日

1366
某

忠
基
・
道

源
花

押
内

田
左

衛
門

三
郎

竪
紙

26.1
×

31.1
1

楮
紙

14
本

文
2
行

目
「

俣
賀

」
が
「

俟
賀

」
に

な
っ

て
い

る
。

35
34

289
3
－

3
室

町
幕

府
御

教
書

永
和

2
年

閏
7
月

8
日

1376
細

川
頼

之
花

押
内

田
俣

賀
新

三
郎

小
切

紙
19.3

×
26.0

1
斐

紙
13

花
押

右
に

押
紙

「
細

川
頼

之
」

あ
り

。

36
35

293
3
－

4
大

内
義

弘
安

堵
状

康
暦

1
年

7
月

26
日

1379
大

内
義

弘
花

押
内

田
新

三
郎

竪
紙

①
本

紙
29.9

×
44.3。

②
も
と

裏
紙

29.7
×

4.7。
2

楮
紙

17
袖

に
も

と
裏

紙
を

貼
り

継
ぐ

。
も

と
裏

紙
に

ウ
ハ

書
「

内
田

新
三

郎
殿

　
散

位
義

弘
」

あ
り

。
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№
日

大
番

号
益

田
番

号
現

形
態

整
理

番
号

文
書

名
年

月
日

西
暦

差
出

印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
    （

縦
×

横
）㎝

紙
数

料
紙

折
筋

備
      考

37
36

304
3
－

5
大

内
満

弘
安

堵
状

至
徳

2
年

7
月

11
日

1385
大

内
満

弘
花

押
俣

賀
新

三
郎

竪
紙

25.6
×

34.1
1

楮
紙

不
明
奥
上
裏
に
番
号
「
十
大
（
八
ヵ
）」
あ
り
。

38
37

378
3
－

6
石

見
守

護
山

名
𠘑

貴
安

堵
状

嘉
吉

1
年

4
月

22
日

1441
山

名
𠘑

貴
花

押
俣

賀
万

歳
丸

竪
紙

28.8
×

38.8
1

楮
紙

不
明
奥
上
裏
に
番
号
「
二
十
」
あ
り
。

折
筋

不
明

だ
が

真
ん

中
に

大
き

な
縦

の
折

筋
あ

り
。

39
38

―
3
－

7
石

見
守

護
山

名
𠘑

貴
安

堵
状

案
嘉

吉
1
年

4
月

22
日

1441
山

名
𠘑

貴
な

し
俣

賀
之

万
歳

丸
竪

紙
26.7

×
37.5

1
楮

紙
17

奥
表

に
異

筆
「

中
書

御
判

案
」

あ
り

（
も

と
端

裏
書

）。

40
39

379
3
－

8
石

見
守

護
代

山
名

清
宗

打
渡

状
嘉

吉
1
年

4
月

26
日

1441
山

名
清

宗
花

押
俣

賀
万

歳
丸

竪
紙

28.6
×

39.6
1

楮
紙

不
明
奥
上
裏
に
番
号
「
二
十
二
」
あ
り
。

41
40

―
3
－

9
石

見
守

護
代

山
名

清
宗

打
渡

状
案

嘉
吉

1
年

4
月

26
日

1441
山

名
清

宗
な

し
俣

賀
万

歳
丸

竪
紙

27.3
×

38.0
1

楮
紙

不
明

奥
表

に
異

筆
「

栖
掃

御
判

案
」

あ
り

（
も

と
端

裏
書

）。
奥
上
裏
に
番
号
「
二
十
三
」

あ
り
。

42
41

356
3
－

10
吉

見
家

貞
書

状
（

年
未

詳
）

6
月

8
日

―
吉

見
家

貞
花

押
又

香
竪

紙
28.6

×
42.9

1
楮

紙
不

明
奥
上
裏
に
番
号
「
38」

あ
り
。

43
42

389
3
－

11
益

田
兼

堯
加

冠
状

文
安

6
年

2
月

25
日

1449
益

田
兼

堯
花

押
俣

賀
孫

三
郎

竪
紙

29.4
×

37.0
1

楮
紙

不
明

44
43

464
3
－

12
石

見
守

護
山

名
政

清
書

状
写

（
年

未
詳

）
8
月

28
日

―
山

名
政

清
花

押
影

俣
賀

左
近

将
監

切
紙

16.0
×

37.5
1

楮
紙

不
明
奥
上
裏
に
番
号
「
十
九
」
あ
り
。

45
44

465
3
－

13
石

見
守

護
代

ヵ
山

名
ヵ

義
宗

書
状

（
年

未
詳

）
9
月

28
日

―
山

名
ヵ

義
宗

花
押

俣
賀

左
近

将
監

切
紙

16.6
×

34.3
1

楮
紙

不
明

花
押

異
筆

。
巻

子
見

返
し

末
に

「
月

明
荘

」
の

朱
印

あ
り

。

46
45

494
4
－

1
益

田
宗

兼
書

状
（

年
未

詳
）

5
月

25
日

―
益

田
宗

兼
花

押
な

し
竪

紙
①

本
紙

27.8
×

33.6。
②

も
と

裏
紙

1紙
目

27.8×
14.3。

③
も
と

裏
紙

2紙
目

27.8×
7.3。

3
楮

紙
不

明

巻
子

見
返

し
に

付
箋

「
55.3.14　

791078」
あ

り
。

本
紙

の
前

後
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。「

何
様

近
日

」
以

下
は

も
と

裏
紙

1
紙

目
に

記
載

。
も

と
裏

紙
2
紙

目
に

切
封

墨
引

と
ウ

ハ
書

「
俣

賀
左

近
将

監
殿

　
ま

こ
次

郎
宗

兼
」

あ
り

。

47
46

542
4
－

2
益

田
宗

兼
書

状
（

年
未

詳
）

3
月

13
日

―
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎・

俣
賀

但
馬

入
道

切
継

紙
①

本
紙

1
紙

目
13.8

×
38.1。

②
本

紙
2
紙

目
13.8

×
9.6。

2
楮

紙
不

明
端
裏
に
番
号
「
二
十
六
」
あ
り
。「

不
能

一
二

候
」

以
下

は
2
紙

目
に

記
載

。
も

と
折

紙
ヵ

。

48
47

489
4
－

3
益

田
宗

兼
加

冠
状

永
正

1
年

12
月

19
日

1504
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

竪
紙

28.6
×

34.3
1

楮
紙

12
成

巻
の

跡
あ

り
。

49
48

495
4
－

4
益

田
宗

兼
書

状
（

年
未

詳
）

12
月

26
日

―
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
①

本
紙

29.6
×

40.7。
②

も
と

裏
紙

29.6
×

5.7。
2

楮
紙

不
明

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

本
紙

奥
に

横
幅

2.4㎝
，

も
と

裏
紙

右
側

に
横

幅
2.8

㎝
分

の
足

し
紙

あ
り

。
も

と
裏

紙
に

切
封

墨
引

と
ウ

ハ
書

「
俣

賀
殿

進
之

候
　

ち
ふ

の
少

輔
宗

兼
」

あ
り

。

50
49

501
4
－

5
益

田
宗

兼
書

状
永

正
4
年

11
月

15
日

1507
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

竪
紙

28.8
×

35.6
1

楮
紙

16

51
50

493
4
－

6
益

田
宗

兼
書

状
（

年
未

詳
）

3
月

13
日

―
益

田
宗

兼
花

押
な

し
竪

紙
①

本
紙

29.2
×

36.4。
②

も
と

裏
紙

29.2
×

6.2。
2

楮
紙

不
明

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
切

封
墨

引
と

ウ
ハ

書
「

俣
賀

殿
進

之
候

　
ま

こ
次

郎
宗

兼
」

あ
り

。

52
51

545
4
－

7
益

田
宗

兼
書

状
（

年
未

詳
）

8
月

18
日

―
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

切
紙

14.0
×

39.5
1

楮
紙

不
明
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№
日

大
番

号
益

田
番

号
現

形
態

整
理

番
号

文
書

名
年

月
日

西
暦

差
出

印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
    （

縦
×

横
）㎝

紙
数

料
紙

折
筋

備
      考

53
52

492
4
－

8
益

田
宗

兼
書

状
（

年
未

詳
）

3
月

9
日

―
益

田
宗

兼
花

押
な

し
竪

紙
①

本
紙

28.4
×

34.8。
②
もと

裏
紙

1紙
目

28.4
×

11.7。
③
もと

裏
紙

2紙
目

28.4
×

5.8。
3

楮
紙

不
明

袖
下
に
番
号
「
50」（

鉛
筆
書
ヵ
）
あ
り
。

本
紙

の
前

後
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

「
御

養
生

肝
要

候
」

以
下

は
も

と
裏

紙
1
紙

目
に

記
載

。
も

と
裏

紙
2
紙

目
に

切
封

墨
引

と
ウ

ハ
書

「
俣

賀
殿

進
之

候
　

ま
こ

次
郎

宗
兼

」
あ

り
。

本
文

9
行

目
末

「
参

以
」

を
最

初
に

記
し

，
こ

の
上

に
「

期
」

を
重

ね
て

記
し

た
ヵ

。

54
53

531
4
－

9
益

田
尹

兼
感

状
（

永
正

15年
）

4
月

26
日

1518
益

田
尹

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

切
紙

12.9
×

38.7
1

楮
紙

不
明

差
出

の
又

次
郎

は
益

田
尹

兼
。

年
号

異
筆

。

55
54

540
4
－

10
益

田
宗

兼
感

状
永

正
15

年
6
月

26
日

1518
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

切
紙

14.2
×

38.1
1

楮
紙

不
明

年
号

同
筆

。

56
55

539
4
－

11
益

田
宗

兼
感

状
永

正
15

年
6
月

26
日

1518
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
又

六
切

紙
14.4

×
37.6

1
楮

紙
不

明
年

号
同

筆
。

57
56

555
4
－

12
全

田
書

状
（

年
未

詳
）

3
月

2
日

―
益

田
貞

兼
花

押
俣

賀
切

紙
14.4

×
31.7

1
楮

紙
不

明
端

裏
に

切
封

墨
引

あ
り

。

58
57

556
4
－

13
全

田
書

状
（

年
未

詳
）

3
月

21
日

―
益

田
貞

兼
花

押
俣

賀
切

紙
13.9

×
28.9

1
楮

紙
不

明

59
58

557
4
－

14
益

田
宗

兼
書

状
（

大
永

8年
）

7
月

1
日

1528
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
28.2

×
38.3

1
楮

紙
11

年
号

異
筆

。

60
59

567
4
－

15
益

田
宗

兼
感

状
天

文
3
年

2
月

2
日

1534
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

切
紙

16.2
×

44.0
1

楮
紙

15
年

号
同

筆
。

61
60

568
4
－

16
益

田
宗

兼
感

状
天

文
3
年

2
月

2
日

1534
益

田
宗

兼
花

押
俣

賀
孫

三
郎

切
紙

16.0
×

42.3
1

楮
紙

16
年

号
同

筆
。

62
61

589
4
－

17
益

田
徳

祐
書

状
（

天
文

14年
）

9
月

4
日

1545
益

田
徳

祐
花

押
俣

賀
将

監
切

紙
18.1

×
43.8

1
楮

紙
不

明
端
裏
に
番
号「
二
十
九
」あ
り
。

年
号

異
筆

。
巻

子
見

返
し

末
に「

月
明

荘
」の

朱
印

あ
り

。

63
62

612
5
－

1
益

田
藤

兼
感

状
天

文
20

年
10

月
12

日
1551

益
田

藤
兼

花
押

俣
賀

左
近

将
監

切
紙

16.0
×

35.3
1

楮
紙

11
巻

子
見

返
し

に
付

箋
「

55.3.14　
791079」

あ
り

。
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

64
63

614
5
－

2
益

田
藤

兼
書

状
（

天
文

20年
）

10
月

24
日

1551
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
①

本
紙

27.8
×

44.7。
②

も
と

裏
紙

27.8
×

4.5。
2

楮
紙

不
明

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
切

封
墨

引
と

ウ
ハ

書
「

俣
賀

殿
進

之
候

　
藤

兼
」

あ
り

。
年

号
異

筆
。

65
64

626
5
－

3
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
4
月

21
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
孫

十
郎

切
継

紙
①

本
紙

１
紙

目
14.2

×
31.7。

②
本

紙
２

紙
目

14.2
×

4.9。
2

楮
紙

不
明

宛
所

は
2
紙

目
に

記
載

。
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

66
65

627
5
－

4
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
4
月

21
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

14.3
×

41.0
1

楮
紙

不
明

宛
所

は
年

月
日

か
ら

折
３

つ
分

離
れ

る
。

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

67
66

632
5
－

5
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
6
月

28
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
々

藤
左

衛
門

尉
切

紙
14.7

×
39.6

1
楮

紙
不

明
宛

所
は

年
月

日
か

ら
離

れ
る

。
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

68
67

633
5
－

6
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
6
月

28
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
次

郎
右

衛
門

尉
切

紙
14.5

×
41.0

1
楮

紙
不

明
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

69
68

636
5
－

7
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
8
月

4
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

14.6
×

40.2
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。
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№
日

大
番

号
益

田
番

号
現

形
態

整
理

番
号

文
書

名
年

月
日

西
暦

差
出

印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
    （

縦
×

横
）㎝

紙
数

料
紙

折
筋

備
      考

70
69

637
5
－

8
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
8
月

6
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
弥

藤
六

切
紙

14.6
×

43.2
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

71
70

639
5
－

9
益

田
藤

兼
感

状
天

文
23

年
8
月

28
日

1554
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

12.9
×

35.2
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

72
71

644
5
－

10
益

田
藤

兼
感

状
天

文
24

年
2
月

13
日

1555
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

12.7
×

37.8
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

73
72

654
5
－

11
益

田
藤

兼
感

状
（

弘
治

1年
）

11
月

3
日

1555
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
28.0

×
31.4

1
楮

紙
不

明
年

号
異

筆
。

74
73

812
5
－

12
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

11
月

19
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
27.4

×
35.8

1
楮

紙
不

明

75
74

668
5
－

13
益

田
藤

兼
感

状
弘

治
2
年

7
月

4
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
賀

藤
左

衛
門

尉
切

紙
12.7

×
36.1

1
楮

紙
不

明
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

76
75

669
5
－

14
益

田
藤

兼
感

状
弘

治
2
年

7
月

4
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

22.5
×

36.2
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

77
76

670
5
－

15
益

田
藤

兼
感

状
弘

治
2
年

7
月

4
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

12.9
×

34.1
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

78
77

671
5
－

16
益

田
藤

兼
感

状
弘

治
2
年

7
月

4
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
惣

兵
衛

尉
切

紙
12.9

×
37.5

1
楮

紙
不

明
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

巻
子

見
返

し
末

に
「

月
明

荘
」

の
朱

印
あ

り
。

79
78

672
6
－

1
益

田
藤

兼
感

状
弘

治
2
年

7
月

4
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
弥

藤
六

切
紙

12.6
×

39.0
1

楮
紙

不
明

巻
子

見
返

し
に

付
箋

「
55.3.14　

791080」
あ

り
。

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

同
筆

。

80
79

673
6
－

2
益

田
藤

兼
感

状
弘

治
2
年

7
月

4
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
次

郎
右

衛
門

尉
切

紙
12.4

×
39.0

1
楮

紙
不

明
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
同

筆
。

81
80

679
6
－

3
益

田
藤

兼
感

状
（

弘
治

2年
）

10
月

11
日

1556
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

13.0
×

40.7
1

楮
紙

不
明

も
と

折
紙

ヵ
。

年
号

異
筆

。

82
81

686
6
－

4
益

田
藤

兼
書

状
（

弘
治

3年
）

4
月

26
日

1557
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
切

紙
16.5

×
34.9

1
楮

紙
不

明
も

と
折

紙
ヵ

。
年

号
異

筆
。

83
82

802
6
－

5
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

6
月

29
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

15.9
×

34.1
1

楮
紙

不
明

84
83

805
6
－

6
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

7
月

25
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

15.4
×

35.4
1

楮
紙

不
明

端
裏

に
切

封
墨

引
あ

り
。

85
84

806
6
－

7
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

8
月

8
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

15.3
×

34.1
1

楮
紙

不
明

花
押

の
墨

は
別

。

86
85

807
6
－

8
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

8
月

14
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

17.0
×

44.3
1

楮
紙

不
明

87
86

808
6
－

9
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

8
月

27
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

16.4
×

36.9
1

楮
紙

不
明

端
裏

に
切

封
墨

引
あ

り
。

88
87

728
6
－

10
全

屋
書

状
（

年
未

詳
）

6
月

29
日

―
益

田
尹

兼
花

押
俣

賀
切

紙
12.7

×
30.1

1
楮

紙
不

明

89
88

701
6
－

11
全

屋
書

状
（

永
禄

2年
）

8
月

22
日

1559
益

田
尹

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

12.7
×

35.5
1

楮
紙

不
明
端
裏
に
番
号
「
五
十
五
」
あ
り
。

端
裏

に
切

封
墨

引
あ

り
。

追
而

書
「

大
塚

」
の

左
に

墨
引

あ
り

。
年

号
異

筆
。
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№
日

大
番

号
益

田
番

号
現

形
態

整
理

番
号

文
書

名
年

月
日

西
暦

差
出

印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
    （

縦
×

横
）㎝

紙
数

料
紙

折
筋

備
      考

90
89

702
6
－

12
益

田
藤

兼
書

状
（

永
禄

2年
）

9
月

14
日

1559
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

16.1
×

35.2
1

楮
紙

不
明

端
裏

に
切

封
墨

引
あ

り
。

年
号

異
筆

。

91
90

703
6
－

13
益

田
藤

兼
書

状
（

永
禄

2年
）

9
月

14
日

1559
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
出

羽
守

切
紙

16.5
×

34.1
1

楮
紙

不
明

端
裏

に
切

封
墨

引
あ

り
。

年
号

異
筆

。

92
91

663
6
－

14
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

6
月

16
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
①

本
紙

28.3
×

38.4。
②

も
と

裏
紙

28.3
×

6.8。
2

楮
紙

不
明

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
切

封
墨

引
と

ウ
ハ

書
「

俣
賀

殿
進

之
候

　
　

　
え

も
ん

の
佐

藤
兼

」
あ

り
。

93
92

705
6
－

15
益

田
藤

兼
書

状
（

永
禄

3年
）

6
月

18
日

1560
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人・

俣
賀

出
羽

守
切

紙
15.4

×
39.4

1
楮

紙
不

明
端

裏
に

切
封

墨
引

あ
り

。
年

号
異

筆
。

94
93

676
6
－

16
益

田
藤

兼
書

状
（

年
未

詳
）

7
月

19
日

―
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
竪

紙
①

本
紙

28.2
×

35.4。
②

も
と

裏
紙

28.2
×

6.5。
2

楮
紙

不
明

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
切

封
墨

引
と

ウ
ハ

書
「

俣
賀

殿
進

之
候

　
え

も
ん

の
佐

藤
兼

」
あ

り
。

95
94

731
6
－

17
益

田
藤

兼
書

状
（

永
禄

9年
）

3
月

16
日

1566
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

竪
紙

27.4
×

42.7
1

楮
紙

不
明

年
号

異
筆

。
巻

子
見

返
し

末
に

「
月

明
荘

」
の

朱
印

あ
り

。
註

）
1．

日
大

番
号

は『
日

本
大

学
総

合
図

書
館

所
蔵

俣
賀

文
書

』の
も

の
。
益

田
番

号
は『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』の

も
の

。
2．

形
態

整
理

番
号

は
巻

子
番

号
と

各
巻

子
の

中
の

文
書

番
号

を
示

す
。

3．
文

書
名

は『
中

世
益

田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』に

従
う

。
4．

差
出

は
比

定
可

能
な

場
合

は
実

名
で

，
不

可
能

な
場

合
は

史
料

上
の

表
記

で
示

す
。

5．
宛

所
は

史
料

上
の

表
記

で
示

す
。

6．（
　

）
で

括
ら

れ
た

年
号

は
異

筆
で

記
さ

れ
た

年
号

を
示

す
。

№
刊

本
番

号
文

書
名

年
月

日
西

暦
差

出
印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
　

 （
縦

×
横

）㎝
紙

数
料

紙
折

筋
備

      考

1
12

将
軍

家
政

所
下

文
嘉

禎
2
年

12
月

15
日

1236

二
階

堂
行

綱
・
北

条
時

房
・
北

条
泰

時
・
内

舎
人

清
原
・

左
近

将
曹

菅
野

花
押（

行
綱
・

時
房
・
泰

時
・

清
原

）
弥

益
丸

竪
紙

31.5
×

48.6
1

楮
紙

不
明

二
階

堂
行

綱
の

花
押

は
青

墨
。

№
4
以

外
は

す
べ

て
一

紙
物

。

2
13

六
波

羅
施

行
状

嘉
禎

4
年

10
月

11
日

1238    北
条

重
時
・
北

条
時

盛
花

押
な

し
竪

紙
30.3

×
46.2

1
楮

紙
不

明

3
35

六
波

羅
施

行
状

永
仁

4
年

4
月

16
日

1296
北

条
盛

房
・
北

条
久

時
花

押
な

し
竪

紙
32.0

×
46.4

1
楮

紙
不

明

4
43

六
波

羅
下

知
状

徳
治

2
年

4
月

2
日

1307
北

条
時

範
・
金

沢
貞

顕
花

押
な

し
竪

紙
①

本
紙

1
紙

目
31.6×

47.5。
②

本
紙

2
紙

目
31.6×

52.6。
2

楮
紙

不
明

巻
子

装
。

本
文

14
行

目
「

之
処

相
語

」
以

下
は

2
紙

目
に

記
載

。
紙

継
目

裏
花

押
は

貞
顕

の
も

の
ヵ

。
軸

長
さ

41.2㎝
，
軸

径
5.1㎝

。

5
65

良
祐
・
光

阿
和

与
状

嘉
暦

2
年

1
月

29
日

1327
光

阿
・
良

祐
花

押
な

し
竪

紙
32.1

×
46.6

1
楮

紙
18

【
表
2
】
花
園
大
学
情
報
セ
ン
タ
ー（
図
書
館
）所
蔵
「
俣
賀
家
文
書
」
目
録
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№
刊

本
番

号
文

書
名

年
月

日
西

暦
差

出
印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
　

 （
縦

×
横

）㎝
紙

数
料

紙
折

筋
備

      考

6
79

高
津

道
性

軍
忠

実
検

状
元

弘
3
年

4
月

13
日

1333
高

津
道

性
花

押
な

し
竪

紙
28.1

×
35.9

1
楮

紙
15

7
85

高
津

道
性

手
負

実
検

状
建

武
2
年

1
月

19
日

1335
高

津
道

性
花

押
な

し
竪

紙
30.5

×
31.8

1
楮

紙
15

8
95

内
田

熊
若

丸
代

内
田

致
氏

着
到

状
建

武
3
年

5
月

8
日

1336
内

田
致

氏
裏

花
押

な
し

竪
紙

29.5
×

38.3
1

楮
紙

不
明

奥
に

高
師

泰
の

証
判

あ
り

。

9
100

俣
賀

熊
若

丸
代

内
田

致
氏

軍
忠

状
建

武
3
年

6
月

日
1336

内
田

致
氏

な
し

な
し

竪
紙

29.2
×

41.6
1

楮
紙

15
奥

に
吉

見
頼

隆
の

証
判

あ
り

。

10
108

石
見

守
護

上
野

頼
兼

書
下

建
武

4
年

1
月

11
日

1337
上

野
頼

兼
花

押
俣

賀
熊

若
丸

竪
紙

29.0
×

32.1
1

楮
紙

15

11
114

石
見

守
護

上
野

頼
兼

軍
勢

催
促

状
建

武
4
年

9
月

25
日

1337
上

野
頼

兼
花

押
内

田
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
28.6

×
38.4

1
楮

紙
不

明

12
115

俣
賀

熊
若

丸
代

内
田

致
氏

軍
忠

状
建

武
4
年

9
月

日
1337

内
田

致
氏

な
し

な
し

竪
紙

30.3
×

41.6
1

楮
紙

不
明

奥
に

上
野

頼
兼

の
証

判
あ

り
。

13
116

内
田

致
義

軍
忠

状
建

武
4
年

9
月

日
1337

内
田

致
義

な
し

な
し

竪
紙

30.1
×

42.0
1

楮
紙

不
明

奥
に

上
野

頼
兼

の
証

判
あ

り
。

14
125

石
見

守
護

上
野

頼
兼

感
状

暦
応

2
年

2
月

18
日

1339
上

野
頼

兼
花

押
俣

賀
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
29.0

×
41.2

1
楮

紙
不

明

15
126

石
見

守
護

上
野

頼
兼

安
堵

状
暦

応
2
年

6
月

29
日

1339
上

野
頼

兼
花

押
俣

賀
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
30.0

×
36.0

1
楮

紙
14

頼
兼

花
押

は
青

墨
。

16
128

石
見

守
護

上
野

頼
兼

軍
勢

催
促

状
暦

応
2
年

9
月

14
日

1339
上

野
頼

兼
花

押
俣

賀
掃

部
左

衛
門

尉
竪

紙
29.8

×
38.0

1
楮

紙
不

明

17
345

景
勝

譲
状

応
永

28
年

12
月

20
日

1421
俣

賀
致

貞
花

押
掃

部
左

衛
門

尉
政

家
竪

紙
①

本
紙

31.3
×

45.6。
②

も
と

裏
紙

31.3
×

2.9。
2

楮
紙

不
明

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
ウ

ハ
書

「
か

も
ん

さ
え

の
ゆ

つ
り

状
　

景
勝

」
あ

り
。

18
346

俣
賀

致
家

譲
状

応
永

29
年

1
月

11
日

1422
俣

賀
致

家
花

押
賀

幸
丸

竪
紙

①
本

紙
31.1

×
41.6。

②
も

と
裏

紙
41.6

×
3.8。

2
楮

紙
14

本
文
2
行
目
「
長
野
」
の
裏
に
番
号
「
十
八
」
あ
り
。

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
ウ

ハ
書

「
賀

幸
丸

譲
状

　
致

家
」

あ
り

。
自

筆
。

19
347

俣
賀

致
家

譲
状

応
永

29
年

1
月

11
日

1422
俣

賀
致

家
花

押
賢

幸
丸

竪
紙

①
本

紙
30.5

×
44.6。

②
も

と
裏

紙
30.5

×
3.5。

2
楮

紙
不

明
奥
書
「
門
亡
」
の
右
裏
と
奥
上
裏
に
番
号
「
十
九
」

あ
り
。

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
ウ

ハ
書

「
賢

幸
丸

譲
状

　
致

家
」

あ
り

。
自

筆
。

20
380

山
名

氏
奉

行
人

連
署

奉
書

嘉
吉

1
年

4
月

28
日

1441
山

口
某・高

山
清

重
花

押
俣

賀
万

歳
丸

竪
紙

28.7
×

39.6
1

楮
紙

不
明

21
423

俣
賀

致
堯

譲
状

応
仁

2
年

11
月

8
日

1468
俣

賀
致

堯
花

押
孫

法
師

丸
竪

紙
①

本
紙

29.3
×

39.9。
②

も
と

裏
紙

29.3
×

3.2。
2

楮
紙

不
明

奥
上
裏
に
番
号
「
二
十
五
」
あ
り
。

袖
に

も
と

裏
紙

を
貼

り
継

ぐ
。

も
と

裏
紙

に
ウ

ハ
書

「
孫

法
師

丸
譲

状
　

致
堯

」
あ

り
。

自
筆

。

22
853

益
田

藤
兼

書
状

（
天

正
15年

）
6
月

26
日

1587
益

田
藤

兼
花

押
俣

賀
新

蔵
人

切
紙

16.8
×

38.3
1

楮
紙

不
明

奥
裏
（
も
と
端
裏
ヵ
）
に
番
号
「
三
十
五
」
あ
り
。

註
）

1．
刊

本
番

号
は
『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』
の

も
の

。
2．

文
書

名
は
『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』
に

従
う

。
3．

差
出

は
比

定
可

能
な

場
合

は
実

名
で

，
不

可
能

な
場

合
は

史
料

上
の

表
記

で
示

す
。

4．
宛

所
は

史
料

上
の

表
記

で
示

す
。

5．（
　

）
で

括
ら

れ
た

年
号

は
文

書
内

容
か

ら
推

定
し

た
年

号
を

示
す

。
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№
刊

本
番

号
文

書
名

年
月

日
西

暦
差

出
印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
　

 （
縦

×
横

）㎝
紙

数
料

紙
折

筋
備

      考

1
138

内
田

熊
若

丸
代

藤
原

兼
家

軍
忠

状
暦

応
4
年

7
月

日
1341

藤
原

兼
家

な
し

な
し

竪
紙

29.4
×

37.1
1

楮
紙

17
№

1～
3は

掛
幅

装
。奥

に
上

野
頼

兼
の

証
判

あ
り

。

2
174

足
利

直
冬

軍
勢

催
促

状
貞

和
5
年

8
月

28
日

1349
足

利
直

冬
花

押
内

田
俣

賀
三

郎
竪

紙
29.0

×
37.1

1
楮

紙
14

奥
左

下
裏

に
後

筆
の

文
字

と
朱

印
あ

り
。

3
206

某
宮

将
軍

令
旨

正
平

6
年

8
月

13
日

1351    右
少

将
花

押
内

田
左

衛
門

三
郎

竪
紙

30.9
×

38.6
1

楮
紙

不
明

4
―

某
書

状
断

簡
欠

―
欠

―
欠

竪
紙

28.2
×

47.3
1

楮
紙

不
明

後
欠

。
紙

背
に

聖
教

あ
り

。

5
193

高
師

泰
感

状
観

応
1
年

12
月

7
日

1350
高

師
泰

花
押

内
田

左
衛

門
三

郎
竪

紙
28.2

×
37.7

1
楮

紙
10

惠
良

宏
氏

所
蔵

。
惠

良
氏

に
よ

る
端

裏
書

あ
り

。
購

入
時

は
薄

い
裏

打
紙

が
あ

っ
た

。

【
表
３
】
皇
學
館
大
学
文
学
部
・
惠
良
宏
氏
所
蔵
「
俣
賀
文
書
」
目
録

註
）

1．
刊

本
番

号
は『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』の

も
の

。
2．

№
4
以

外
の

文
書

名
は『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』に

従
う

。
3．

差
出

は
比

定
可

能
な

場
合

は
実

名
で

，
不

可
能

な
場

合
は

史
料

上
の

表
記

で
示

す
。

4．
宛

所
は

史
料

上
の

表
記

で
示

す
。

№
刊

本
番

号
文

書
名

年
月

日
西

暦
差

出
印
・
花

押
宛

所
形

態
法

量
　

 （
縦

×
横

）㎝
紙

数
料

紙
折

筋
備

      考

1
97

足
利

尊
氏

軍
勢

催
促

状
建

武
3
年

5
月

13
日

1336    足
利

尊
氏

花
押

俣
賀

熊
若

竪
紙

29.1
×

39.8
1

楮
紙

15
裏

打
ち

の
上

に
さ

ら
に

裏
打

ち
あ

り
。

現
在

の
額

装
に

す
る

際
の

も
の

。
註

）
1．

刊
本

番
号

は
『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』の

も
の

。
2．

文
書

名
は『

中
世

益
田
・
益

田
氏

関
係

史
料

集
』に

従
う

。
3．

宛
所

は
史

料
上

の
表

記
で

示
す

。

【
表
４
】
足
利
市
民
文
化
財
団
所
蔵
「
俣
賀
文
書
」
目
録

「
俣

賀
文

書
」

所
蔵

機
関

名
俣

賀
氏

内
部

で
作

成
さ

れ
た

文
書

の
点

数
（

Ａ
）

Ａ
／

Ｅ
（

％
）

将
軍

・
守

護
・

大
将

等
の

発
給

文
書

の
点

数
（

Ｂ
）

Ｂ
／

Ｅ
（

％
）

王
家

（
南

朝
）

の
発

給
文

書
の

点
数（

Ｃ
）

Ｃ
／

Ｅ
（

％
）

益
田

氏
の

発
給

文
書

の
点

数
（

Ｄ
）

Ｄ
／

Ｅ
（

％
）

総
計

（
Ｅ

）

日
本

大
学

4
点

4.3
28

点
29.8

9
点

9.6
53

点
56.4

94
点

花
園

大
学

9
点

40.9
12

点
54.5

0
点

0
1
点

4.5
22

点
皇

學
館

大
学

（
惠

良
氏

所
蔵

分
を

含
む

）
1
点

25
2
点

50
1
点

25
0
点

0
4
点

足
利

市
0
点

0
1
点

100
0
点

0
0
点

0
1
点

総
計

14
点

11.6
43

点
35.5

10
点

8.3
54

点
44.6

121
点

【
表
５
】
所
蔵
機
関
ご
と
の
「
俣
賀
文
書
」
概
要


